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1. 概要

本資料は，炉心支持構造物及び原子炉圧力容器内部構造物の溶接部の継手効率の設定方法

について纏めたものである。 

今回工認において，溶接部の継手効率の設定方法を既工認で適用した通商産業省告示第

501号「発電用原子力設備に関する構造等の技術基準」（以下「告示」という。）から，発電用

原子力設備規格（設計・建設規格（2005年版（2007年追補版含む。））ＪＳＭＥ Ｓ ＮＣ１－

2005/2007）（日本機械学会 2007年 9月）（以下「設計・建設規格」という。）に見直すことに

より，蒸気乾燥器（耐震用ブロック），気水分離器及びスタンドパイプ（スタンドパイプ）の

継手効率を既工認から変更した。 

また，既工認には記載のない燃料支持金具（周辺燃料支持金具）の継手効率についても，

今回工認にて設計・建設規格に基づき設定する。なお，その他の機器については，既工認に

おける設定値から変更がないため，本資料では記載を省略する。 

本資料において対象とする図書を以下に示す。 

・Ⅵ-2-3-2-2-1「炉心支持構造物の応力解析の方針」

・Ⅵ-2-3-2-2-6「燃料支持金具の耐震性についての計算書」

・Ⅵ-2-3-3-3-1「原子炉圧力容器内部構造物の応力解析の方針」

・Ⅵ-2-3-3-3-2「蒸気乾燥器の耐震性についての計算書」

・Ⅵ-2-3-3-3-3「気水分離器及びスタンドパイプの耐震性についての計算書」

2. 継手効率の設定方法

既工認に記載される機器の継手効率は，各溶接部の継手形状と検査の種類をもとに，それ

ぞれの溶接部を既工認で適用した告示に記載される溶接方法等の区分に分類し，各区分に対

応する継手効率を採用して設定している。ここで，溶接方法等の区分は，「継手の種類」「継

手の分類」「検査の種類」から決定され，そのうち，継手の種類は，告示の解説に示される継

手形状の一般例をもとに設定している。 

今回工認で適用する設計・建設規格の解説には，

既工認に記載のない機器のうち，燃料支持金具（周辺燃料支持金具）の継手効率について

は，設計・建設規格に記載される継手形状の一般例をもとに設定した「継手の種類」と当該

溶接部に対する「検査の種類」から溶接方法等の区分を決定し，対応する継手効率を採用し

て決定した。 

今回工認において継手効率を変更した蒸気乾燥器（耐震用ブロック），気水分離器及びスタ

ンドパイプ（スタンドパイプ）と，今回工認において継手効率を新たに設定した燃料支持金

具（周辺燃料支持金具）の設定方法の詳細をそれぞれ以下に示す。 

また，設計・建設規格の解説に記載される継手形状の一般例のうち，
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を図１に示す。 

① 蒸気乾燥器（耐震用ブロック）

耐震用ブロックは，

に該当すると考えられる。また，

を実施している。よって，今回工認では，

とし

た。 

なお，溶接部①-１，①-２，①-４における継手形状の考え方ついては，既工認から

の変更は無い。 

蒸気乾燥器（耐震用ブロック）の継手効率及び継手形状を表１に示す。 

② 気水分離器及びスタンドパイプ（スタンドパイプ）

スタンドパイプは，

に該当すると考えられる。また，

が実施されている。よって，今回工認では，

とした。 

気水分離器及びスタンドパイプ（スタンドパイプ）の継手効率及び継手形状を表２に

示す。 
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③ 燃料支持金具（周辺燃料支持金具）

周辺燃料支持金具は

に該当すると考えられる。また，

が実施されている。よって，今回工認では，

とした。 

周辺燃料支持金具の継手効率及び継手形状を表３に示す。 
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図１ 設計・建設規格における継手の種類および継手形状の一般例 
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表１ 蒸気乾燥器（耐震用ブロック）の継手効率 

適用区分 
継手効率 見直し理由 

継手の種類 検査の種類 

既工認 

今回工認 

耐震用ブロック サポートリング

スカート



6 

表２ 気水分離器及びスタンドパイプ（スタンドパイプ）の継手効率 

適用区分 
継手効率 見直し理由 

継手の種類 検査の種類 

既工認 

今回工認 

スタンドパイプ

小補強板 

シュラウドヘッド大補強板 

気水分離器 
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表３ 燃料支持金具（周辺燃料支持金具）の継手効率 

適用区分 
継手効率 見直し理由 

継手の種類 検査の種類 

今回工認 
既工認に記載がなく 

今回工認にて設定 
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別添 

設計・建設規格（抜粋） 
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告示（抜粋） 




